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会     議     録 

会 議 の 名 称 
令和６年度 

藤井寺市立休日急病診療所運営委員会 議事録 

開 催 日 時 令和６年７月２４日（水）１５時００分から１５時４０分まで 

開 催 場 所 市立保健センター ３階 第一研修室 

出 席 者 
藤本委員長、中西副委員長、長﨑委員、白川委員、石川委員、 

小出委員 

会 議 の 議 題 

（１）役員改選について 

（２）令和５年度藤井寺市立休日急病診療所運営状況について 

（３）令和５年度藤井寺市立休日急病診療所決算状況について 

（４）その他 

   ・資料等の送付方法について 

会 議 の 要 旨 令和５年度休日急病診療所運営状況報告、及び決算状況報告 

会議録の作成方法 

□ 全文記録 

■ 要点記録 

記録内容の確認方法 

■ 会議の議長の確認を得ている 

□ 出席した構成員全員の確認を得ている 

□ その他（                      ） 

公開・非公開の別 
■ 公開 

□ 非公開 

傍 聴 者 数 ０人 

その他の必要事項 
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審 議 内 容   （発 言 者、発 言 内 容、審 議 経 過、結 論 等） 

○事務局より説明 

 当委員会規則第６条第２項の規定により、委員過半数の出席となり、本日の会議が成立

した旨の報告。 

  

○岡田市長あいさつ 

 委員の皆様のご出席ありがとうございます。休日急病診療所の運営については、医師会、

薬剤師会の皆様にご尽力を賜り心から感謝申し上げます。また、昨年５月に新型コロナ

ウイルス感染症の５類感染症への位置づけ見直しが行われて以降、休日急病診療所にお

いては検査体制を整え、発熱外来対応をしていただいておりますが、最近では新型コロ

ナウイルスの他、麻しんや手足口病等の感染症患者が増えてくるなど、現場では変わら

ず緊張感をもって対応をいただいていることと存じます。今後とも市民の生命を守り、

健康を保持するためにご協力いただけるよう、よろしくお願い申し上げます。委員の皆

様から忌憚のないご意見をいただき、それを今後の運営に生かしてまいりたいと考えて

おります。 

 

○議案 

１．役員改選について 

  役員改選に伴い新たな委員長、副委員長の選任。藤本委員長、中西副委員長が承認 

  される。 

 

○藤本委員長あいさつ 

昨年５月に新型コロナウイルス感染症の５類感染症への位置づけ見直しが行われたとは

言え、最近では感染症患者が増えており、引き続き発熱外来等、市民のニーズに応え、

市民の安全、健康を守るため、休日急病診療所の体制を整えていく必要がある。 

 

○中西副委員長あいさつ 

休日急病診療所においては、新型コロナウイルス感染症の流行とともに薬剤の不足が続

いており、当面解決する見込みがない。不足する薬剤については、他の薬剤で補う等、

適切な処方ができるよう努めていく必要がある。 

 

２．令和５年度藤井寺市立休日急病診療所運営状況について 

令和５年度藤井寺市立休日急病診療所運営状況について、事務局より説明。 

         

３．令和５年度藤井寺市立休日急病診療所決算状況について 

令和５年度藤井寺市立休日急病診療所決算状況について、事務局より説明。 

 

（委員）   令和５年度歳入については新型コロナウイルス感染症に関連する補助金 

はなかったのか。 
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（事務局）  ありません。 

（委員）   休日急病診療所においては、令和５年度末をもって歯科診療をとりやめ 

ているが、現状そのことによる混乱や問い合わせは生じているのか。 

（事務局）  大きな混乱や問い合わせはありません。 

（委員）   新型コロナウイルス感染症については、インフルエンザと異なり季節に 

関係なく感染が拡大する中、引き続き動線の確保等、スムーズで安全な 

検査体制を整える取り組みを行っていく必要がある。 

（委員）   市立藤井寺市民病院の赤字による閉院のこともあり、将来的に医療費の 

増加が見込まれる中、令和５年度の市負担額約２，６３０万円について、 

市はどう考えているのか。 

（委員）   休日急病診療所の運営においては収入面だけではなく、市民のニーズ、 

意見を聴きながら考えていく必要がある。 

（事務局）  令和６年度以降の決算においては、歯科診療の終了に伴い、市負担額の 

減少が見込まれる。新型コロナウイルス感染症の拡大以降、動線の確保 

等難しい対応を求められてきたが、より効率的な方法を考え、適切に 

運営していく必要がある。 

（委員）   現在、年末年始等、受診者数にもよるが、人員体制の変更を検討する等 

して負担額を減らす方法もある。 

（委員）   医師については、内科と比較して小児科の受診者数が少ない。小児の 

夜間診療については、羽曳野市、松原市と一緒に南河内北部広域小児 

急病診療事業を実施していることもあり、検討をすすめる余地はある。 

 

４．その他 

今後の資料の送付方法について、事務局より説明。 

 

（委員）   これまで、本運営委員会の開催案内をはじめ、資料の事前送付など郵送 

により行ってきたが、環境負荷軽減と持続可能な行政運営のため、今後

はメールでのやり取りも検討していきたい。事務局にて検討の上、改め

てご相談させていただく。 

 

～ 閉会 ～ 

 

 

 


